◆症状固定と後遺障害診断書についての患者説明用文書
Ｑ１．症状固定とはどのような状態になったときをいうのでしょうか？

　傷害（ケガ）の症状が安定し、医学上一般に認められた治療を行ってもその治療効果が期待できなくなったときを「症状固定」といいます。痛み等が残存することもあります。症状固定は主治医が判断しますが、症状固定になると、一般的に損害保険会社からそれまで支払われていた治療費や休業損害などの支払いは打ち切られます。

Ｑ２．後遺障害とはどういうことか教えてくれませんか？

　症状固定となった時点で残った障害を「後遺障害」とか「後遺症」といいます。後遺障害については、その等級に応じて「後遺障害慰謝料」と「逸失利益」を算定し、相手方（損保会社等）に損害賠償を請求することになります。その際に「後遺障害診断書」が必要となり、治療の結果、症状固定を判断した主治医が作成します。

　後遺障害診断書の作成費用は、一般に患者が医療機関に支払い、それを損害保険会社等に請求します。

Ｑ３．後遺障害の等級の認定はどのように行われるのですか？

　自賠責保険における後遺障害の等級の認定は、損害保険料率算出機構の自賠責損害調査事務所が行い、①治療経過中の診断書、②後遺障害診断書、③各種検査資料、④画像資料などから後遺障害等級表に従って等級が判断され、損害保険会社等を経由して結果が伝えられます。

　後遺障害として等級認定されるためには、交通事故と因果関係がある症状かどうか、医学的に証明・説明できる症状かどうかなどが必要であり、たとえ症状が残っていても後遺障害の等級に認定されない場合もあります。

Ｑ４．症状固定後の治療はどうすればいいのですか？

　症状固定後に残存している症状に対する治療については、自分の病気としての治療になりますので、原則として 損害賠償の取り扱いができなくなります。症状固定後に治療をしても、症状固定日が変更されるわけではありません。
　症状固定後の治療ついては、健康 保険組合の対応が問題となることもありますので、 医師と十分相談してください。
